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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、シ
ル
バ
ー
リ
ハ

ビ
リ
体
操
の
活
動
を
し
ば
ら
く
休

止
し
て
い
ま
し
た
が
、感
染
予
防

対
策
を
徹
底
し
た
上
で
、体
操
教

室
や
、各
地
域
の
サ
ロ
ン
・
デ
イ

ホ
ー
ム
な
ど
で
再
開
し
て
い
ま

す
。

　

市
は
活
動
再
開
に
当
た
り
、シ

ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
会

に
対
し
感
染
予
防
講
習
会
を
実
施

し
、感
染
症
対
策
の
実
施
や
、参
加

者
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の

活
用
、体
操
中
の
留
意
点
を
確
認

し
ま
し
た
。現
在
、各
地
で
３
密

（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）の
回
避
や
、

マ
ス
ク
の
着
用
、十
分
な
換
気
、参

加
者
同
士
の
間
隔
の
確
保
、熱
中

症
予
防
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、体

操
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、指
導
士
会
で
は
、今
後
再

び
地
域
で
の
活
動
が
で
き
な
く

な
っ
た
と
き
に
備
え
、参
加
者
が

自
宅
で
も
実
践
で
き
る
よ
う
に
、

体
操
の
手
順
を
解
説
し
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
配
布
し
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
係
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８
２
４
‐
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‐
１
１
６
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感染予防を行いながら再開！
シルバーリハビリ体操が地域で再開

高齢者
福祉課

皆さんのご支援ありがとうございます
　新型コロナウイルス感染症対策寄付金・7/20

　本市地域を管轄する、備北森林組合、西城町
森林組合、東城町森林組合、甲奴郡森林組合か
ら、新型コロナウイルス感染症対策の支援とし
て、市に 100 万円が寄付されました。
　備北森林組合の藤

ふ じ は ら

原澄
す み と

人代表理事組合長は
「市全体に行き届くよう有効に活用してほしい」
と話し、木山耕三市長は、感謝とともに「感染
症から市民生活を守る取り組みにおいて、有効
に活用させていただく」と、今後の使途につい
て説明しました。
　これまでに、多くの市民や企業、団体の方々
から、新型コロナウイルス感染症対策に対し
て、心温まる寄付金や激励のお言葉が届いてい
ます。皆さんから寄せられた寄付金は、市が実
施するさまざまな感染症対策の財源として、使
われる予定です。

▲左から西城町森林組合代表理事組合長 津田幸則さん、木山市長、備北森林組合代

表理事組合長 藤原澄人さん、甲奴郡森林組合代表理事組合長 成相彰男さん、東城町

森林組合代表理事組合長 板倉一弥さん

木山市長（左）と瀬戸内カートン㈱ 取締役工場長 吉
よしむら

村宏
ひろし

さん

講演を聞く参加者

講演する井上さん

　

市
は
、瀬
戸
内
カ
ー
ト
ン
株
式
会
社（
三

原
市
）
と
「
災
害
時
に
お
け
る
物
資
の
調

達
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
、
７
月
27

日
に
締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
大
規
模
災
害
時
の
避
難

者
の
健
康
被
害
を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

不
慣
れ
な
避
難
所
で
の
生
活
が
長
期
化

す
る
と
、
避
難
者
の
身
体
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
た
め
、
避
難
者
が
少
し
で
も
落
ち
着

い
て
過
ご
せ
る
環
境
を
整
備
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
協
定
締
結
に
よ
り
、
段
ボ
ー
ル

製
の
ベ
ッ
ド
や
間
仕
切
り
を
速
や
か
に
調

達
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
避
難
所
の

環
境
改
善
や
感
染
症
の
予
防
を
円
滑
に
行

う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
安
心
・
安
全
な

避
難
所
運
営
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

８
月
５
日
、
庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
平
和
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
原
爆
や
戦
争

の
記
憶
を
伝
え
、
平
和
の
尊
さ
、
戦

争
の
悲
惨
さ
を
後
世
に
受
け
継
ぐ
こ

と
を
目
的
に
、
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
、被
爆
体
験
伝
承
者
（
※
）

の
井い

の
う
え上
京き

ょ
う
こ子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

「
被
爆
体
験
証
言
の
伝
承
講
話
」
と

題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
17
歳
の
と
き
に
広
島

逓て
い
し
ん
き
ょ
く

信
局
で
被
爆
し
た
細ほ

そ
か
わ川
浩こ

う
じ史
さ
ん

の
証
言
を
基
に
、
原
爆
投
下
直
後
の

街
や
人
々
の
様
子
と
、
細
川
さ
ん
の

妹
で
原
爆
の
犠
牲
に
な
っ
た
瑤よ

う
こ子
さ

ん
の
話
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

大規模災害時に備える
「災害時における物資の調達に関する協定」締結

危機
管理課

被爆者の思いを受け継ぐ
平和啓発セミナー

総務課

　

井
上
さ
ん
は
「
戦
争
は
人
間
を
狂

わ
せ
、
原
爆
は
人
間
の
存
在
を
否
定

す
る
。
伝
承
者
の
話
を
通
し
て
、
戦

争
体
験
者
の
次
世
代
へ
対
す
る
思
い

を
語
り
継
ぎ
、
平
和
に
つ
い
て
考
え

て
ほ
し
い
」と
思
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
伝
承
活
動
は
今
後
も

続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
た
」「
８
月
６
日
の
意
味
を
改

め
て
考
え
る
機
会
に
な
っ
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

市
は
今
後
も
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や

平
和
へ
の
思
い
を
次
世
代
へ
継
承
し

て
い
く
た
め
、
平
和
啓
発
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

※
被
爆
者
の
証
言
や
思
い
を
後
世
に

受
け
継
ぐ
活
動
を
行
っ
て
い
る
人

参加者同士の距離を保ち体操を実施 体操の前に感染症対策について説明

シルバーリハビリ体操ロゴマーク

【
参
加
者
の
声
】

▼
お
休
み
の
期
間
が
長

か
っ
た
た
め
、
足
腰
が

弱
っ
た
。こ
う
し
て
ま
た

集
ま
り
、体
操
で
き
る
こ

と
は
う
れ
し
い
。

▼
久
し
ぶ
り
に
み
ん
な
と

会
え
て
懐
か
し
い
気
持
ち

に
な
っ
た
。人
と
会
っ
て

体
を
動
か
す
と
元
気
に
な

る
。

【
指
導
士
の
声
】

　

自
粛
期
間
中
に
足
腰
が

弱
り
動
か
し
づ
ら
く
な
る

高
齢
者
が
多
か
っ
た
た

め
、集
ま
っ
て
体
操
す
る

こ
と
の
必
要
性
を
感
じ

た
。感
染
防
止
に
配
慮
し

て
行
う
た
め
、お
互
い
が

無
理
な
く
で
き
る
方
法
を

考
え
て
い
き
た
い
。
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はっぱを見て触れて楽しむ 収穫に挑戦
　第 32 回吾妻山グリーンラリー・8/8 　とうもろこし収穫体験・8/6

比和自然科学博物館公開講座「第 32 回吾妻山グ
リーンラリー」が開催され、市内外から 22 人が参加
しました。吾妻山グリーンラリーは、毎年８月８日を

「はっぱの日」とし、吾妻山の大自然の中を散策しな
がら、自然とのふれあいを深めることを目的とした講
座です。今回はあいにくの雨模様だったため、急きょ、
比和自治振興センターで「ミニグリーンラリー」とし
て行われました。

参加者はまず樹木の特徴や分類の仕方などを学び、
その後、あらかじめ決められた箇所に置かれた樹木の
種類を調べるクイズに挑戦しながら施設内を巡りまし
た。参加者は、樹木の細部まで真剣な表情で観察し、
クイズを楽しんでいました。

西城町油木地区で、西城小学校と美古登小学校の３
年生12 人が参加し、とうもろこし収穫体験が行われま
した。

当日は、前油木営農組合の髙
た か は ら

原芳
よ し の り

典組合長から、今回
植えたとうもろこしの品種「ゴールドラッシュ88」の
特徴や収穫方法のほか、イノシシやモグラなどの害獣
対策の説明を受けた後、収穫をしていきました。

子どもたちは、大きく育った茎から実をもぎ取ると、
その場で皮をむき豪快にかぶりつきました。「甘い」

「ジュースみたい」など、甘みと水分量の多さに驚いて
いました。また、収穫後には、茹でたとうもろこしが提
供され、生とはまた違った甘みや芳

ほうじゅん

醇な香りを楽しみ
ました。

安全で安心な明るい社会を築くため
　内閣総理大臣メッセージ伝達式・7/16

「社会を明るくする運動」庄原市推進大会の大会
委員長である木山耕三市長に、内閣総理大臣によ
る同運動の推進メッセージが伝達されました。
「社会を明るくする運動」とは、すべての国民が、

犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生につ
いて理解を深め、安全で安心な明るい地域社会を
築くための全国的な運動です。

例年、同運動の推進大会が開催されていました
が、本年は新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため中止となったことから、庄原市保護司会と庄
原市更生保護女性会の立ち合いのもと、今回の伝
達式が行われました。

広島保護観察所長代理の久
く ぼ

保和
か ず ま

慎企画調整課長
から、メッセージの伝達の際「社会を明るくする
運動にご理解をいただき、多くの方々が本運動に
参加いただきますようご協力をお願いします」と
お話がありました。

安全で安心な明るい地域社会を築くため、誰も
が犯罪や非行からやり直し、活躍できる地域社会
となるよう、皆さんも一緒に考えてみませんか。

▲検索表を使って樹木を調べる参加者 ▲とうもろこしをもぎ取る様子

▲内閣総理大臣メッセージ伝達の様子
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▶木山市長（前列中央左）、広島保護観察所 久保課長（前列中央右）

と庄原地区保護司会、庄原地区更生保護女性会の皆さん

土砂災害から身を守る 地域の魅力を発信
　防災教室・7/13 　はじめてのインスタグラム体験教室・7/29

総領小学校の５年生 11 人が、広島県北部建設事務所
庄原支所による、防災教室に参加しました。

防災教室では、映像や資料を見ながら、過去の災害
の状況や土砂災害の起こり方、避難する際に気を付け
ることなどを学びました。また、手作りの模型を用いて
砂防ダムのつくりや役割の説明がありました。

参加した児童は「砂防ダムが土石流から家を守る様
子がよくわかった。今日学んだ事を自分が避難する時
に生かしたい」と話していました。

大雨による災害のニュースが続く時期に、防災の必
要性を学べるタイムリーな授業となりました。

口和自治振興センターで「はじめてのインスタグラ
ム体験教室」が開催され、９人が受講しました。

平和印刷株式会社の池
い け う え

上龍
り ゅ う の す け

之介さんを講師に迎え、
地域活動や自然風景といった庄原市の魅力を、ＳＮＳ
を通じて全国に発信する方法について学びました。

今回は、インスタグラムを初めて利用する人向けの
初級編ということで、実際に参加者のスマートフォン
を使用した操作方法の説明や解説が行われました。

受講者は「体験を交えながらの丁寧な説明で、初心
者でも分かりやすかった。今後、このような取り組みが
広まり、一人一人が庄原市の魅力を発信することにつ
ながればと思う」と話していました。

▲模型を使用した説明の様子 ▲ＳＮＳの利用について学ぶ
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お外でおいしく楽しく
　里山プチマルシェ・8/2

国営備北丘陵公園北エリア内の「里山の駅 庄原ふ
らり」で、里山プチマルシェが行われました。

このイベントは、市が同エリア一帯を無料開放して
実施している社会実験事業の一環として開催され、今
回は、市内から４店が出店し、ジェラートやパン、タ
ピオカドリンク、ハンドメイドアクセサリーなどが販
売されました。

イベントを訪れた人は「屋外で広々としており、各
店舗に新型コロナウイルスの感染防止対策もされてい
るので安心感がある。子どもたちも芝生や屋内遊具で
楽しそうに遊んでいたので、また訪れたい」と話して
いました。

川と遊ぼう！
　夏期子ども自然教室・8/6

　小奴可の里自治振興区が主催する「夏期子ども自然
教室」が開催され、小奴可小学校の児童 41 人が参加し
ました。
　夏空の下に繰り出した子どもたちは、まずはニジマ
スのつかみ取りに挑戦。お互いにこつを教え合い、たく
さんのニジマスを捕まえました。その後、川で泳いだり、
生き物を探したりして川遊びを楽しみました。
　お昼には、保護者や地域の皆さんが作ったカレーラ
イスと、子どもたちが捕まえ、竹串とささの葉で丁寧に
仕上げたニジマスの塩焼きが振る舞われ、子どもたち
のお腹を満たしました。食後にはスイカ割りも行われ、
子どもたちは小奴可の夏の一日を満喫しました。

▲食事を楽しむ子どもたち
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▲川を満喫する児童


